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持続可能な社会のための金融の責任 

║

はじめに 

ῷ⁭• ” „ ‗ ― ῼ” ₀ ῴ‍‴‴‖Ῥ⁴῀ ”

” ⁞ ” ” –„ ₈̓∞≥₢‚ ₀  ‍ 2007 ”€↕↨≤ₐ√║

⌠╒└ ” ΅ ⁯ ‭” ‖Ῥ⁴῀ ↄ↕⌂Ό  ― 2̓008

‚₈∞≥₢ ≥╒∕└║↕≤₭╒₱Ό€↕↨≤ₐ√ ‖ ”

₀  ―  ‍ ᾿ ῼ” Ό ‚ ‒‍῀

„​” ᾿ ‚≥₲№₮≡└₀   ― ₀‾‍⁮ ‍῀

EU ‖„₥≥₮∩ Ὸ⁮ Ό  ᾿ ≠╒⌠‭” Ό

‚  ‍῀ ⁞₈∞≥₢‖‾℮↔⌐ Ό ‗ ― ‗’‒―

ῷ⁯᾿‗‾‚ Ὼ ‼‗ Ό ’ ‗’‒―΅⁴῀ ‚᾿

” ⁞ ” ‾ Ὼ Ὼ ₀  ᾿‴‍ ”‍‼”

”ₐ⅝∂╒₮≡└‾ Ὼ’ ‗’‒―΅⁴῀ ῲ ‍₧⌠╒ↄ⌂’ ‚

⁞ Ό ’ ” ‗ ― ῴ―΅῾⁴Ὸ‘ῲῸ᾿‴ ‚ Science for Society

‗ ―” ”Ῥ⁯ Ό ⁸⁵―΅⁴῀

  ‖„᾿​ῲ ‍ ” ₀ ‚ Ὼ’Ό⁮᾿≥╒∕└₮≡№₦ ”

₀‼´⁴ ‗ ―᾿ ≥₰₦‭” ‗ ᾿​ ― ‗”

⁸⁯‚‪⁵―‹⁭ῲ῀

 

1． 世界金融危機と金融規制 

” ‍⁴ „᾿ ⁭⁴≥₰₦” ‗ ῴ⁴Ό᾿ ₀

 ⁮‚  ‍”„⌐ↄ⌐№₯ ―  ₀ ΅‍∕⅜╒” ᾿ ‖

Ῥ⁴῀ ” ᾿₢₯⅝ ᾿₧≥╒ⅎ ‗ ‾ ⁵‍

⁭ῲ‚᾿∕⅜╒ Ό ” ‚ ―Ὼ‍ ‗Ό ‗ Ὼῼ  ―΅‍῀​ 

―᾿  ῴ᾿≥₰₦” Ό ῴ’ῼ’‒― ‴‒‍‗ ⁶‚ Ὼ’

ΌῬ‒‍῀

‖≥₰₦Ό‘”⁭ῲ‚ ‹  ⁮⁵ ║  ―΅‒‍”Ὸ‚–΅―

„᾿ ║ ⁞ ‚ῷ΅― ⁞ Ό  ⁵―Ὼ
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―΅⁴῀Ῥ⁸ ―≥₰₦ ”  ‗΅ῲ Ὸ⁮᾿ ₀  ⁴ ῺΌ

‒―΅⁴  ͂⁵⁮„ ” ” ῷ⁭•≥₰₦ ” ₀  ‍Ήↄ

╒₳⌂ϴῌ‗⁭‟⁵⁴ ⁞᾿IOSCO ᾿IAIS

’‘‚⁭⁴ ║ ‗ ―  ―Ὼ‍῀ ῲ ‍ ⁞

Ὸ⁮” ‍’ ” ‹” ‖᾿ ῃ” „ ⁵‴‖‚’΅ ᾿

” ₀ ⁮⁵―΅⁴῀

„ ≥₰₦₀  ’Ό⁮ ⁞ ‗΅‒‍→₯⅜₰₀  

⁴ ‖Ῥ⁴῀ ‍Ό‒― „ ≥₰₦᾿ ≥₰₦᾿ ≥₰₦‗΅

‒‍ ”≥₰₦₀  ⁴῀ ⁵⁮‚᾿ ”₡∆⌐╒₮≡⅓⌂≥₰₦⁞

”≥₰₦᾿ ”≥₰₦’‘Ό ⁸⁯᾿ ’≥₰₦‭” Ό ‗’‒

―΅⁴῀ ⁮‚᾿ ” ‗₧⌠╒ↄ⌂ ₀ ‼⁴₧⌠╒ↄ⌂ ‚  

―„᾿΅‒​ῲ  ΅≥₰₦ ⁞ ” ‾  ⁵―΅⁴῀‴ ‚᾿

₀ ‚ ≥₰₦∕⅜₯∞└⅍ ” Ό Ὼῼ Ό‒―΅⁴῀

2． 金融の社会的責任 

„᾿ ῃ’ Ό ‚ ‹’Ό⁮ ₮₰Ω√₀  ⁴  ͂‍Ό‒―᾿

‚‴–⁸⁴≥₰₦‗ ―‾᾿ ”≥₰₦‚ ῴ―᾿ ‚ ’ ₮₰Ω√

” ‗΅ῲ₮₰Ω∙№₦≥₰₦‚ Ὼ’ Ό ⁸⁵―Ὼ‍῀ ‖„ ⁮

‚ ‚᾿ Ό ‖Ῥ⁴ ” ⁞ ” ‴ ‴’

‚‾  ’΅‗᾿ ₀ ‼ ║ Ό Ὼ’ ₀ ⁴‗΅ῲ ‖”₮

₰Ω∙№₦≥₰₦Ό  ⁴ Ό Ὼ΅‗΅ῲ ‾ ‚ ‴‒―΅⁴῀

‚ῷ῾⁴≥₰₦” Ό ‚ Ὼῼ Ό⁯᾿ ”‹’⁮  ”

Ῥ⁮⁫⁴ ‚ ₀ ′ ―΅ῼ‗΅ῲ ‖”≥₰₦₀᾿ „Ή₴╒₮∩⌂≥₰

₦ῌ‗‗⁮ῴ―΅⁴῀​ ―᾿₴╒₮∩⌂≥₰₦” –‚᾿ ” ₀  

⁴≥₰₦‖Ῥ⁴Ή€₰Ωₐ⅓→≥Ω₉║≥₰₦ῌΌῬ⁴῀ ’⁸‏᾿€₰Ωₐ⅓→≥

Ω₉║≥₰₦„᾿ ₀ › ῼ ” Ό ‍⁵’ῼ’⁴⁭ῲ’≥₰

₦‖Ῥ⁯᾿ ’‘ Ό ’‾”‗ ―  ⁵⁴Ό᾿  ‖

„‾ῲ   ’ ‗ ⁴῀€₰Ωₐ⅓→≥Ω₉‚  ⁴≥₰₦Ό ‴⁵‟

„ ” ₀ ’ῼ ⁵᾿ ‾ ‼―₪₰⅍Ό Ὼῼ  ⁴ ‗

‚’⁴῀‴‍᾿ ‚⁭⁴ Ό ‚⃰∞╒₯₀ ῴ€₰Ωₐ⅓→≥Ω₉₀

 ⁴‗  ⁵‍ ‚„᾿ ” ₀ ⁸⁵⁴ ‗‚‾’⁴῀

‖᾿ „ Ῥ⁮‍‼― ⁞ ‚ ” ₀

  ―΅⁴῀ „ ₀ ‚ Ὸ  Ὸ‚ ⁴‍‼” ₀ ῲ ”

‗ ―” ₀  ―΅⁴„ ‖Ῥ⁴῀​ῲ ‍ ‖᾿ ” Ῥ⁯ ‗
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 ― ’ ₀ ⁴ Ό  ⁵―Ὼ―΅⁴῀

”΅ῼ–Ὸ” ‖ ΌῬ⁴Ό᾿‍‗ῴ‟ ⁞ ‚  ’

Ό⁮ ₀ ‚  ―΅⁴₴╒₮∩⌂ↄ└₦” ΌῬ⁴῀​” –᾿₡

≤└⃰”⅍≥₡ⅎ₰ ’‘„᾿ ‚‾ῸῸ⁸⁮ ᾿ ” ⁯

‹Ό  ⁵᾿ ‚ ₀  ‍῀‴‍᾿ↄ└₧≤℮₉№₮≈”₧≤∙└

‖ ⁮⁵⁴∕ₐ₦⌠↔₇ₐ⅓└₰‾᾿ Ό ‍  ₀   ⁴‾”‗ 

― ’‘ Ὼ’ ₀ ‖  ―Ὼ―΅⁴῀

3． 持続可能性と金融 

᾿ ” ₀ – €₰Ωₐ⅓↕⌂║℮₉∂⌠№↨∞└⅍

⁞ ​̓⁵₀  ‍ €₰Ωₐ⅓↕⌂║↔₇ₐ⅓└₰  ̓⁮‚„ Environment ᾿

Social ᾿₪╒−⌐╒⅍║₣ↄ⅓└₰ Corporate Governance ‗΅ῲ ESG

‚  ‍ RI ‗΅‒‍ ῴ Ό₧⌠╒ↄ⌂’⌐∂⌂‖ ‚  

 ––Ῥ⁴῀

Ή€₰Ωₐ⅓↕⌂║℮₉∂⌠№↨∞└⅍ῌ‗΅ῲ „᾿1992 6 ”Ή ‗

‚  ⁴ ῌ‚ῷ῾⁴Ή≥₡℮₯∩⅜ₐ⌠ ῌ‚⁭⁯ ‚ ⁵‍῀​ 

―᾿ ’ ”‍‼” ” ” –‗ ―᾿ ‚  ‍

” ᾿Ῥ⁴΅„ ≥₰₦ ’‘₀ ‗ ⁴ ” Ό  ⁵⁴⁭ῲ‚’

‒‍῀2012 6 ‚„↔₠⌠╒₈№↨ ‗ ―Ή ’ ῌΉ≥₡

20ῌ Ό  ⁵᾿ ᾿ ᾿ ₀ ‗ ‍₧≥╒└ ’‘Ό

 ⁵‍῀

 ― 1992 ‚„ Ή̓ ῷ⁭• ’ ‚  ⁴ ῌΌ

‚⁭‒―  ⁵᾿ 5 ‚„Ή ║ ₐ⅔₮₈Ω₉↕ UNEP FI ῌ

Ό ║ ”←╒⅍⅓╒₮№↨‗ ―  ⁵‍῀ ᾿200 ”

” ᾿ ᾿ Ό UNEP FI‚  ᾿ ‴ ‴’ ₀ ‗ 

‍ ” ⁯ ‹₀  ―΅⁴῀UNEP FI‗‗‾‚ Ή̓ ₧⌠╒ↄ⌂║₪└

←₦⅍ῌ GC ‾€₰Ωₐ⅓↕⌂║↔₇ₐ⅓└₰₀≥╒ⅎ ―΅⁴῀GC „ UNEP FI

‗  ―᾿2006 ‚ 6 Ὸ⁮’⁴Ή ῌ PRI ₀ ‼‍῀

” ’₣ₐⅎ≤ₐ└‗ ―„ ‭”↨⌠₯ₓ₦⅍↔₇ₐ

⅓└₰₀ ῲ ‚ ⁞ ≥₰₦₀  ⁴Ή The Equator Principles ῌ

Ό ⁮⁵―΅⁴῀ ⁵„ 2003 ‚ 10 ‚⁭‒―  ⁵ 2̓013 1

‖ 78” Ό  ―΅⁴ ​͂⁵⁮ Ό↨⌠₯ₓ₦⅍↔₇ₐ⅓└₰₀

ῲ ‚᾿ ‗’⁴ ” ⁞᾿ ᾿ ” ₀

‼‍ IFC ” Performance Standards ‚ ῲ ‗Ό   ⁸ ⁵―΅
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⁴῀ ‖‚ „Ή ’ ᾿ ”∂└℅∕╒₦ῌ” –‚’‒―΅

⁴῀

‭” ⁞ →₯⅜₰‭” Ό ‴⁴ ᾿ ₀ ‚

 ‍↔₇└ⅎ SRI ↔₇└ⅎ ⁞ₔ₪║↔₇└ⅎ” ║ ‾  ―Ὼ―΅⁴῀

₈∞≥₢” SIF Social Investment Forum Ό‴‗‼‍ ‖„᾿SRI ↔₇└ⅎ‭”

‾ ‼ ESG ₀  ‍ Ό Ὼῼ  ―ῷ⁯᾿2012 ‚„ ‖ 3

7400 ⅎ⌂‗’‒―΅⁴῀≢╒⌠№←‾ ‼― SRI” „ ‚  ―΅ῼ

‚Ῥ⁴῀

4． Future Earth との関わり 

‖ ‍ „᾿ ‚„ ≥₰₦₀  ⁴‍‼”≥₰₦₪└⅍⌠

╒⌂ ‖Ῥ⁴῀ESG ₀  ⁴ ‗‖᾿ ”  ῲ⁴ ₀‖Ὼ⁴

‎῾ ⁮ ᾿ ₀  ’Ό⁮ ’ ₀  ⁴ ‗₀ ‗ ⁴῀

⁞​⁵‚‗‾’ῲ ‟–᾿ ‗΅‒‍⅞₭╒ⅎ₀  ᾿‴‍

₀ ’‒‍⁯ ⁴⁭ῲ’ ₀ ║  ⁴ ‗Ό≥₰₦₪└⅍⌠╒⌂”

‚Ῥ⁴῀

 ῲ ‍Ή ῌ‗ ― ⁮⁵⁴⁭ῲ‚’‒‍ ” ‚  ⁴ ‗

„᾿ ₀  ⁴ ’ ‖„’ῼ᾿ ⁞ ”≥₰₦₀  ᾿

​⁵‚⁭‒―→₯⅜₰ ‗ ₀ ║  ⁴‾”‖Ῥ⁴῀ Ό

‚ ⁞ ‚  ‍ ₀ ―΅ῼ ‗‖₧⌠╒ↄ⌂ ” ᾿ ₀

‼᾿₴╒₮∩⌂≥₰₦‭” ‗ ―᾿ ‚ ‗€₰Ωₐ⅓→≥

Ω₉ ₀   ―΅ῼ ‗‾ ‖Ῥ⁴῀ ᾿ ” ‖ ’ ↨⌠

₯ₓ₦⅍‗ ― ‼⁮⁵––Ῥ⁴ Future Earth‭” ‚ῷ῾⁴ ’ ”

–‗ ῴ⁴῀

”₧⌠╒ↄ⌂ Ό ‹᾿ ⁞ Ό ‗–’Ό⁯₀ ‼⁴

‖᾿‗⁯⁸῾ ‚ ‼⁮⁵⁴”„᾿ ₀ ῴ‍⅍≤└₰∑╒⃰╒’ ” ‗

‖Ῥ⁴῀ ” ₀ ‒‍”„ ‖Ῥ‒‍Ό᾿ ‗ ―

 ⁵‍ ” ⁞ ‚⁭‒―᾿€₰Ωₐ⅓↕⌂║↔₇ₐ⅓└₰

”‍‼” ⁯ ‹Ό  ―Ὼ―΅⁴”‾ ‖Ῥ⁴῀₧⌠╒ↄ⌂‚  ⁴

‚  ―„᾿≥╒℮₉└₧ ‗ ― ₀  ‍ Ό ‗ ‼⁮⁵

⁴῀
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歯の再建と高齢化 

 

日本学術会議中国・四国地区会議 運営協議会委員 

（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 教授） 

（口腔顎顔面補綴学分野） 

市川 哲雄 

 

歯科補綴とは 

私の領域は歯科補綴学という分野です。歯科領域の用語は、非常に難解で一般的で

ないものが多いようです。「補綴」などはその最たるもので、今では歌舞伎や文楽の台

本や演目に、演出者、出演者と同じように「補綴」担当者として出てくるぐらいなも

のです。ここでの「補綴」は、古典歌舞伎の脚本を現代に甦らせる作業をいうのです

が、歯科補綴の場合には、歯や歯質の欠損を「補って綴って」、口腔の機能と形態を回

復・維持する治療およびその学問をいいます。 

 

オッセオインテグレーションとインプラントによる歯の再建 

歯の欠損に対する再建方法は、今まではブリッジと義歯でしたが、最近ではインプ

ラントがいい意味でも悪い意味でも注目されています。これはチタン製の人工歯根（イ

ンプラント体）を顎骨の中に埋入し、上部構造と呼ばれる歯冠部をその上に固定して

機能回復する方法をいいます。 

実は、人工物を顎骨に埋入すること自体は、材料を義歯のような複雑な形態に加工

することよりも簡単であるため、古代の遺跡からインプラントをした骸骨が出土する

ことが報告されています (Nature,1997 など)。近代になって、様々な材料がインプラ

ント材として試用されました。しかし、基礎研究―トランスレーショナルリサーチ－

臨床試験というレギュラトリーサイエンスが十分でなかったこともあり、まずヒトに

埋めてみようというものでことごとく失敗に至っていました。 

現在のインプラントシステムは 1960 年頃、スウェーデンのイエテボリ大学の解剖学

者であったブローネマルク教授が骨髄の研究の最中に、偶然チタンと骨がよく結合？

することを発見したところから始まります。この結合を医療に応用できないかという

ことで人工歯根への応用研究が始まったわけです。生物学的、理工学的な研究を十分

に行ったあと、下顎の無歯顎の前歯部に数本のインプラントを埋入し、これを橋脚部

として噛む部分とつなげるという治療法でした。 

ブローネマルク教授らは当初、光学顕微鏡での所見から純チタンと骨組織は結合す 
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⁴‗ ῴ᾿ ‚ ‹ ‒‍‗ ⁸⁵‴ ῀ ” ‚  ―₡№₲₡ₐ└Ω₧

⌐╒₮≡└ Osseointegration᾿Osseo ” Integration ᾿ ‗΅ῲ

₀ ⁯‴ ‍῀   ‾ ⌐∂⌂‖  ―΅⁴‗΅ῲ℮╒₿„ ⁮⁵‴ ₁‖

 ‍Ό ” „ ‚ ‹᾿ ‚„ ” ₮₰Ω√Ό 1980 ” ‚

 ⁵‴ ‍῀

‚⅞ₐⅎ⌠₤₮₈←₿ₐ⅍ HAP ” Ό ‖  ᾿ ” ₀

΅‍ₐ└↨≤└⅍₮₰Ω√Ό  ⁵᾿ ῃ” ‖„ ”ₐ└↨≤└⅍₀  

‴ ‍῀ ‖  ⁵⁴ HAPῸ⁮ ‭” ” ᾿ ‚ῷ

῾⁴ ‖” HAP‗ ‗” „ ℅̓₿└‚ ᾿ῼ ⁮‟ ―‮ ‾

‚ ‹‴ ‍῀ Ὸ ᾿Ῥ⁴ Ὸ⁮ ᾿ Ό Ὼ‴ ‍῀  ‍ₐ└↨

≤└⅍ ₀  ⁴‗᾿ Ό  ⁵᾿HAP₀  ―΅⁴ Ό

⁮⁵‴ ‍῀a └↨≤└⅍ ” 3 ₮₰Ω√₀  ᾿ ℅₿└ H̓AP᾿

℅₿└ ‚₢⌂₮ₒ√ₐ₡└₀  ‍ ₀ ‚  ​” ₀

 ‴ ‍῀ ℅₿└„ ‚ Ό⁫‒ῼ⁯  ᾿HAP„ ‚ ᾿​”

‚  ᾿ ℅₿└ ‚₢⌂₮ₒ√ₐ₡└₀  ‍ „​” ’

₀  ‴ ‍῀℅₿└‗΅ῲ ” ‗᾿ ‖„’ῼ ‚⁭⁴℅₿└

” ‗΅ῲ ‖᾿ ‗ ―℅₿└ₐ└↨≤└Ό ’ Ό ⁮⁵‍‗

 ⁵‴ ‍῀

᾿ ῃ” ‖„ ₀ ⁴ ‗‗᾿₡№₲₡ₐ└Ω₧⌐╒₮≡└₀  ⁴℅

₿└” ” ‚  ⁴ Ό ‖ ‼⁮⁵―΅‴ ῀ ”℅₿└ₐ

└↨≤└⅍‖‾ „ ‚⁭ῼ᾿5 ‖ 95 ‚’‒―΅‴ ῀​ 

―᾿ₐ└↨≤└⅍ Ὸ⁮₡№₲₡ₐ└Ω₧⌐╒₮≡└₀  ⁴‍‼” ₀

― ‴‖ 6┤ ” ΌῸῸ‒―΅‍‾”Ό᾿ ῃ” ‾

‼ 48 ‚  ⁴₮₰Ω√Ό  ⁵  ̓⁵‾ ΅ ₀  ―ῷ⁯‴ ῀

超高齢社会における歯の保存と再建の功罪 

᾿ ” Ό ‚ ‹᾿2008 ‚„ 65 ” ” Ό 22 ₀

ῴ᾿ ‚ ‒―΅‴ ῀a └↨≤└⅍ ‾ „ 10 ” ‗΅ῲ

 ‗₀ ‚ ⁸⁵―Ὼ‍‗ ΅‴ Ό᾿ ” ‖ 20 ᾿30 ‗΅ῲ ‗᾿

ῃ’ ᾿ Ό  ⁴ ‗₀  ―ₐ└↨≤└⅍ ‗΅ῲ Ό ‼⁮

⁵⁴⁭ῲ‚’‒―΅‴ ῀‍‗ῴ‟᾿ ” ‖Ῥ⁴→₰↔₠₰↔₠⅜╒⅍

” ‚ ’ ΌῬ⁯‴ ῀ „ ⁵₀  ―΅⁴ ”ₐ└↨≤└⅍

Ό‖Ὼ⁴Ὸ‘ῲῸΌ ‗’‒―ῷ⁯‴ Ό᾿ „ ” ”≥₰₦₀

‘ῲ ᾿  ―᾿a └↨≤└⅍ ₀ ῲῸ‗΅ῲ Ό₦⌠╒₱₈№↨ ⁵―ῼ
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公開学術講演会報告 
今「宇宙」がおもしろい 
―宇宙と素粒子の連携―
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講演中の深澤泰司教授 
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第 22 期会員・連携会員一覧（中国・四国地区） 

 
【鳥取県】 

  

辻本 壽 (農学) 鳥取大学乾燥地研究センター教授

矢部 敏昭 (心理学・教育学) 鳥取大学副学長 

山下 博樹 (地域研究) 鳥取大学地域学部准教授 

 
【島根県】 

  

小林 祥泰 (臨床医学) 島根大学長 

陶山 容子 (材料工学) 島根大学教授 

宮﨑 康二 (臨床医学) 島根大学医学部産科婦人科教授 

 
【岡山県】 

  

有本 章 (心理学・教育学) くらしき作陽大学 

作陽音楽短期大学学長 

内富 庸介 (臨床医学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
精神神経病態学教室教授 

小川 容子 (心理学・教育学) 岡山大学大学院教育学研究科教授

唐木 英明 (農学) 倉敷芸術科学大学学長 

公文 裕巳 (臨床医学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
泌尿器病態学分野教授 

齋藤 清機 (化学) 放送大学岡山学習センター所長 

笹尾 真実子 (物理学) 東北大学大学院名誉教授 

同志社大学研究開発推進機構嘱託研究員

實成 文彦 (健康・生活 科学) 山陽学園大学副学長 
山陽学園短期大学副学長 

白石 友紀 (農学) 岡山大学大学院自然科学研究科教授

滝川 正春 (歯学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授

武田 和義 (農学) 岡山大学名誉教授 

西垣 誠 (土木 工学・建築 学) 岡山大学大学院環境学研究科教授

二宮 善文 (基礎医学) 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授

 
【広島県】 

  

相田 美砂子 (化学) 広島大学大学院理学研究科教授 

秋野 成人 (法学) 広島大学大学院法務研究科教授 

太田 茂 (薬学) 広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授

岡本 祐子 (心理学・教育学) 広島大学大学院教育学研究科教授

奥村 晃史 (地球惑星 科学) 広島大学文学研究科教授 

越智 光夫 (臨床医学) 広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授

整形外科教授 

神谷 研二 (基礎医学) 広島大学原爆放射線医科学研究所長・教授

川本 明人 (経営学) 広島修道大学商学部教授 

坂田 桐子 (心理学・教育学) 広島大学大学院総合科学研究科教授

住居 広士 (社会学) 県立広島大学大学院教授 

(保健福祉学専攻) 

髙田 隆 (歯学) 広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授

内匠 透 (基礎医学) 広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授

谷口 雅樹 (物理学) 広島大学大学院理学研究科教授 
放射光科学研究センター長 

土屋 英子 (農学) 広島大学理事・副学長（研究担当）
大学院先端物質科学研究科教授 

利島 保 (心理学・教育学) 広島大学名誉教授 

中坪 史典 (心理学・教育学) 広島大学大学院教育学研究科准教授

平野 敏彦 (法学) 広島大学大学院法務研究科教授 

前川 功一 (経済学) 広島経済大学学長 

三浦 道子 (電気電子 工学) 広島大学大学院先端物質科学研究科教授

觀山 正見 (物理学) 広島大学特任教授 

山本 陽介 (化学) 広島大学大学院理学研究科教授 

山脇 成人 (臨床医学) 広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授

   

 
【山口県】 

  

加藤 紘 (臨床医学) 山口大学名誉教授 

田中 和広 (地球惑星 科学) 山口大学大学院理工学研究科教授

土生 英里 (経営学) 山口大学経済学研究科准教授 

早川 誠而 (農学) 宇部市公園整備局緑と花と彫刻の
博物館「ときわミュージアム」企画監

山口大学名誉教授 

三浦 典子 (社会学) 山口大学名誉教授 

 
【徳島県】

  

市川 哲雄 (歯学) 徳島大学大学院教授 

佐々木 宏子 (心理学・教育学) 鳴門教育大学名誉教授 

髙濱 洋介 (基礎医学) 徳島大学疾患ゲノム研究センター長・教授 

姫野 誠一郎 (薬学) 徳島文理大学薬学部教授 

 
【香川県】

  

一井 眞比古 (農学) 香川大学名誉教授 

嘉門 雅史 (土木 工学・建築 学) 香川高等専門学校校長 

神江 伸介 (政治学) 香川大学法学部教授 

 
【愛媛県】

  

橘 燦郎 (食料科学) 愛媛大学農学部教授 

田邉 信介 (環境学) 愛媛大学沿岸環境科学研究センター教授 

長濱 嘉孝 (基礎生物学) 愛媛大学社会 連携推進機 構南予水 産

研究センター教授 

野並 浩 (農学) 愛媛大学農学部教授 

三木 哲郎 (臨床医学) 愛媛大学教授 

山内 晧平 (農学) 愛媛大学社会連携推進機構教授 
南予水産研究センター長 

 
【高知県】

  

飯國 芳明 (農学) 高知大学教育研究部教授 

岩田 誠 (情報学) 高知工科大学情報学群教授 

宇高 恵子 (基礎医学) 高知大学医学部教授 
國島 正彦 (総合工学) 高知工科大学システム工学群 

社会システム工学教室教授 

西郷 和彦 (化学) 高知工科大学副学長 

佐久間 健人 (材料工学) 高知工科大学副理事長・学長 

曽根 三郎 (臨床医学) JA 高知病院院長，徳島大学名誉教授

野嶋 佐由美 (健康・生活 科学) 高知女子大学看護学部長 

南 裕子 (健康・生活 科学) 高知県立大学学長 
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地区会議事務局からのお知らせ 

 
１ 平成２４年度日本学術会議中国・四国地区会議事業報告 

事業名・期日（時期）・場所等 事  業  内  容 

 

第１回地区会議運営協議会 

平成 24 年 7 月 9 日(月) 

広島大学歯学部中会議室（広島） 

 

 

【協議事項】 

①平成 24 年度事業計画(案)について 

②平成 25 年度学術講演会について 

③運営協議会委員の交代について 

 

 

第２回地区会議運営協議会 

平成 24 年 10 月 26 日(金) 

（メール審議） 

 

 

【協議事項】 

①運営協議会委員の交代について 

 

第３回地区会議運営協議会 

平成 24 年 12 月 8 日(土) 

広島国際会議場（広島市） 

 

 

【協議事項】 

①平成 24 年度事業計画(案)について 

②平成 25 年度学術講演会について 

 

 

第１回公開学術講演会 

平成 24 年 12 月 8 日(土) 

広島国際会議場（広島市） 

 

【テーマ】 

『今 「宇宙」がおもしろい－宇宙と素粒子の連携－』 

 

【講演】 

「私たちと宇宙のつながり」 

広島大学特任教授  觀山正見 

「宇宙はどうしてこんなにうまくできているのか」 

東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構長 

村山 斉 

「宇宙の創生とマルチバース」 

―宇宙は無限に存在するのか？― 

自然科学研究機構長 佐藤勝彦 

「Ｘ線ガンマ線観測でさぐる激動宇宙」 

広島大学教授    深澤泰司 

 

 

第４回地区会議運営協議会 

平成 25 年 3 月 25 日(月) 

（メール審議） 

 

 

【協議事項】 

①平成 25 年度事業計画について 

 

地区ニュース発行 

 

 

中国・四国地区の日本学術会議会員・連携会員及び教育研究機関等へ

配布 
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